




昨年 4月より厚生省の指導下で全国的にマススクリーニングが実施されはじめた。これま

でに当研究班でえられた成績から,乳児期のマススクリーニングの実施により,1 才未満に

何例の NB が発見され,何例に治癒が期待できるかについて考察した。欧米での NBの全小児

がん中に占める割合は 6.6～7.7%,15 才未満の小児での頻度は 7.6～1O.6 例/100 万小児・

年で 94,340～131,579 人に 1 例,わが国では 9.8%で小児がん登録から推測された頻度は

8.2/100 万小児・年で,121,951 人に 1例であった。京都市ではマススクリーニング実施後

に 13.3/100 万小児・年で 75,188 人に 1例であった。1 才未満の NB の割合は日本,アメリ

カとも全NBの約25%で,その頻度はトリノ市の報告では32.4例/100万乳児・年であったが,

マススクリーニングの実施している京都市では 54.6%で,93 例/100 万乳児・年であった。

小児期の NBの頻度は京都と欧米で大差がなかったが,1 才未満の乳児期の NB の頻度は約 3

倍で,マススクリーニングの実施後約 3倍の乳児 NBが発見されると期待される。一方,わが

国の 15 才未満の小児 


